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だいあろ〜ぐ
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「医療問題弁護団」代表の安原幸彦弁護⼠
＝東京都⼤⽥区蒲⽥で２０２０年６⽉１６
⽇、林⽥奈々撮影

 新型コロナウイルスの感染拡⼤を受け、
世の中の関⼼がいつも以上に医療に向けら
れている。混乱が続く中、⾃分が、家族が
患者になった時、権利は守られるのだろう
か。医療事故被害者の救済と制度改善に⻑
年取り組んできた「医療問題弁護団」の代
表、安原幸彦弁護⼠（６７）に話を聞い
た。【林⽥奈々】

 ――どんな団体ですか。

 医療事故の被害者救済を⽬的に１９７７
年に設⽴した弁護⼠団体です。被害者保護
は、交通事故や労働災害に⽐べ制度整備が
進んでいません。裁判でも医療を受けた側
が⽴証しなければならず、現場で何があっ
たか分からない密室性と⾼い専⾨性の壁が

あります。そんな困難な問題に、弁護⼠が集まって情報交換し、切磋琢磨（せっ
さたくま）しようとスタートしました。

この記事は有料記事です。
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スタンダードプランが2カ⽉⽬も⽉額100円 夏得キ
ャンペーン実施中！
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